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開催概要 

 

中央労働災害防止協会では、SHAWPAT（タイ労働安全衛生促進協会）の協力およ

び在タイ日本国大使館等の後援のもと、タイにおける日系企業の安全衛生活動の支

援を中心に、作業者への安全衛生意識の向上や、安全衛生担当者同士のネットワー

クの構築と、近年、国際的に要請が高まる「ビジネスと人権」等、グローバルな安全衛

生に関する情報の還流を目的としバンコクにて安全大会を開催しました。 

なお、本大会を開催するにあたり厚生労働省から多大なる協力をいただき、中央

労働災害防止協会の補助事業の一環として実施しました。 

 

１． 名称  

第 1回タイ日系企業安全大会(日本公式名称）   

  1st Thailand-Japan Work Safety Days(タイ公式名称） 

 

２． 会期 

令和 7年 12月 18 日（木）～19日（金）（2日間） 

    ・12月 18日（木） 8時 45分～16時 35分（開場 8時～、開会式 8時 50分～） 

     （※オプションのネットワーク交流会 17時～19時） 

・12月 19日（金） 8時 45分～16時 35分 

       

３． 会場 

 SD Avenueホテル 

（94 Borommaratchachonnani Rd, Bang Bumru, Bang Phlat, Bangkok 10700 タイ） 

  ※オンライン配信…ライブでの配信（タイ語と日本語の 2ch） 

 

４．主催  

中央労働災害防止協会 

 

５．協力 

 SHAWPAT（タイ労働安全衛生促進協会） 

 

６．後援  

在タイ日本国大使館、T-OSH（タイ労働安全衛生環境推進機構） 

  タマサート大学公衆衛生学部、 公益財団法人東京都中小企業振興公社 

地方独立行政法人 東京都立産業技術研究センター 

 

７．大会テーマ 

（日本語） 共に学び、共に築こう、日タイ両国の安全衛生の連携とシナジー 
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（英語） Beyond borders - OSH Synergy between Thailand and Japan 

 

８．参加対象者 

タイにおける日系企業の産業安全、労働衛生の関係者、日本の親会社等 

 

９．参加者数（定員 300人） 

現地参加者 317名、オンライン参加者 68名 

※内訳は 14．「参加者数内訳」参照 

 

１０．参加費 

（現地参加） 

  日本からの申込：14000円 ネットワーク交流会オプション 4000円  

  タイでの申込：4000THB 交流会費用込み (いずれも現地の税を含む） 

 （オンライン参加） 

  日本からの申込：7000円  

  タイでの申込：2000THB (いずれも現地の税を含む） 

 

１１．併催 

タイ・日本安全衛生保護具等展示会（出展企業数：17社） 

 

１２．日本開催事務局 

 中央労働災害防止協会 技術支援部 国際課 

（住所：東京都港区芝 5-35-2 安全衛生総合会館 6階） 

  電話 03-3452-6297  メール tjwsd@jisha.or.jp 

 

１３．プログラム 

※開会式の来賓については、以下のとおり変更があった。 

在タイ日本国大使館  

（変更前） 大使  大鷹 正人 様  

（変更後） 次席公使 西岡 達史 様 

 

タイ労働省 労働保護福祉局（DPLW） 

（変更前） 局長  Saroch Khomkhai 様 

（変更後） 監察総監 Suwadee Thaweesuk 様 

 

タイ労働安全衛生環境推進機構（T-OSH）  

（変更前） 理事長 Nuntachai Panyasurariddhi 様 

（変更後） 副理事長（学術） Bancha Srithanauthaikorn 様 
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１４．参加者数内訳 

参加者数の内訳は下記のとおり。 

なお、一般参加者（現地参加）の国籍の割合は、日本人 68 人（42.8％）、タイ人 88

人（55.3％）、その他 3 人（1.9％）となる。 

 

 

 

 

現地参加 オンライン参加

日本側（中災防）
ネットワーク参加 20 20

日本側（中災防）
ネットワーク不参加 20 －

タイ側
（SHAWPAT） 119 48

15 －

発表者 19 －

展示業者 60 －

タイ人学生 18 －

サポーター
（発表者補助） 16 －

報道・プレス 1 －

中災防
スタッフ 10 －

SHAWPAT
幹部 10 －

SHAWPAT
スタッフ 9 －

317 68

一般参加者

参加者合計

関係者

その他の参加者

来賓
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１１．広報媒体（制作物） 

 

① ニュースリリース（R6.5.9、R6.8.22、R7.5.20） 
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② ポスター（日本語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ウェブサイト（日本語） 
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④ リーフレット（日本語・タイ語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ プログラム（日本語・タイ語） 
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１２．アンケート結果 

 

下記のとおり、参加者に対しオンラインアンケートを実施した。 

 

・回答数 

 101件（回答率 35％）（関係者除く） 

 

・アンケート結果（一部） 
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１４．実施風景 
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<参考資料> 

 

SHAWPAT とは 

タイ労働安全衛生促進協会（SHAWPAT）は、1986 年にタイで最初の国の安全週

間がスタートしたが、その組織委員会が、さらに毎年、全国安全週間を実施するた

めに労働安全衛生協会の樹立をタイ労働省が勧告し、同年に設立された民間団体

です。主な業務は、安全衛生教育、作業環境測定、安全衛生診断、安全衛生用品

の販売、インターネットによる情報提供等です。タイ日系企業安全衛生大会の開催

にあたり、中災防と SHAWPATは一致協力して本大会の企画・運営業務を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中災防と SHAWPAT による大会開催の調印式にて（令和 7 年 6月） 


